	開催セミナー

	第62回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年3月18日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	龍谷大学深草学舎 和顔館 B 101教室

	講　演　者

	　岡崇嗣氏　・　井内徹氏　・　越江昭公氏　・　西崎充洋氏

	タイトル
	若者が夢を持てる農業とは

	内容
	今回は、NPO法人日本都市農村交流ネットワーク協会 第10回「農」の六次産業化シンポジウム＆NPO法人農楽マッチ勉強会 第62回定期セミナー コラボ企画として開催。第Ⅰ部「若手農業者による実践報告」に先立ち、当会理事長の山本より「若者の新規就農と課題」について問題提起致しました。
報告１　株式会社WABISUKE　代表取締役　岡崇嗣氏
『若者が夢をもてる養鶏をめざして』
大学卒業後、養鶏大国のメキシコに留学。帰国後、日本の養鶏研修で目の当たりにした「ケージ飼い」に疑問を持ち、人にも鶏にも優しい平飼いで養鶏をスタート。「育て方にこだわったブランド卵」を生産しています。
日本の養鶏の92%が、1羽あたりボックスティッシュ１箱分相当の面積に高さ45cmほどしかない「バタリーケージ」で飼養されているとのこと。しかし、国際的にはアニマル・ウェルフェア（家畜福祉）が重視され、EUでは既にケージフリーが標準であり、アメリカでも続々と導入されています。そして今後10年以内に5つの福祉基準を満たした家畜のみが使用されるのだそうです。このような世界的な潮流を踏まえ、日本国内に「平飼い」を普及することが夢だとおっしゃっていました。
農業もビジネスであり、利益が出るか出ないかは経営次第。利益を出すためには経営を学ぶ必要がある。また、なぜ農業がしたいのか、損得以上に自分が何をやりたいのかを考えることの重要性についても言及。「失敗をおそれずトライする。こけるなら、できるだけ早いうちに…　勇気をもって一歩踏み出す」というエールで締めくくられました。
報告2　京野菜いのうち　代表　井内徹氏
『あとつぎとして農業にかける』
病により農業を離脱されたお父様の跡を継いで3年前に就農。奥様と従業員1名で、ビニールハウス5棟(16a)、露地野菜(50a)、米(2ha)、もち米(17a)を栽培されています。
農業を始めるきっかけは、家族の理解と地域の若手農家・大先輩農家とのつながり、そして一緒に汗を流せる仲間の存在があったから。六次産業化という農業の可能性に期待し、京野菜を世界に広めたいという思いで頑張っておられます。
積極的な取り組みとして、保育園児の農業体験・研修生を受け入れる担い手育成・障がい者の雇用促進・京都食育先生への登録などについてご説明いただきました。
短期的目標は、G-GAP取得・2020年東京オリンピックの選手村へ京野菜納品・出荷量前年比2割アップ・家族との時間確保・途切れない農産物出荷。長期的、継続的な目標として、AI導入・次世代農業者の育成・農産物の流通の改善等を掲げられました。
“人の役に立てる農業がしたい”という理念のもと、１次産業が活発な地域は他産業も活発になるので、若手農家のグループ化など規模拡大による農業の産業化と、海外への京野菜出荷を目指したいという熱い思いが伝わる報告でした。
報告3　株式会社エチエ農産　代表取締役　越江昭公氏
『安心安全なお米、野菜作りをめざして』
「環境に優しい農業を目指す」が経営理念。2011年には、コメ等で「有機JAS認定」を取得。社員構成は役員3名、従業員4名、パート1名。18aの水田、7haの野菜作りのほか、聖護院切干大根の商品化といった六次産業化にも取り組まれています。
まず、「環境に優しい農業の展開」として、1.環境保全型農業、2.生物多様性を育む農業、3.もみ殻堆肥の活用、について紹介されました。LEDの防蛾灯設置は京都府内第一号なのだそうです。
次に、「安定経営に向けた取組」として、1.地域の人達と特別栽培米に取り組む、2.販路→直売、3.法人化で信頼を得る、4.六次産業化で付加価値を、5.契約栽培で安定経営、について説明がありました。集落の9割を占める特別栽培米の団地化で他商品と差別化を図り、年間4000袋(30kg/1袋)を販売。特にコメは全量が直販で、大学生協や有名菓子メーカー、飲食店、外食産業、百貨店、旅館・ホテル、ネット販売といった取引のほか、味噌業者と契約栽培することで、転作作物に代わる加工米を出荷されています。
最後に、「地域を守る取組」として、1.特別栽培米を集落ぐるみで生産・有利販売、2.農地・水・環境保全対策事業の取組、3.地域農業との連携、4.雇用の確保、についてご報告いただきました。
　報告4　西崎充洋氏
『夢をもって丹後国営開発農地に就農、3.5haに挑戦』
非農家出身の西崎氏は、丹後農業実践型学舎で実践的な農業を学び、丹後国営開発農地に就農して3年目。3.5haでキャベツ、大根、ニンジン、枝豆等多品目野菜を周年栽培しています。
機械・施設装備充実のための費用として実際にかかった金額を公表。家屋代、住宅改装費、トラクター、アタッチメント、野菜洗浄機、フォークリフト、セット動噴、背負動噴、ビニールハウス6棟設置に合計で数千万円かかったそうです。これを聞いて、やはり初期投資が高額になる点に新規就農の難しさを感じました。
主に加工・業務用野菜を栽培されていますが、加工野菜のメリットは事業計画の立て易さだそうです（10a作ればこれだけ儲かるというのが計算できる）。加工野菜が収量不足になった場合の対策について参加者から質問がありましたが、「グループでやっているので出荷量はカバー出来ている」との回答でした。一方、サイズや外観に対する出荷の規格が厳しい取引先もあり、その規格に合わせて栽培するのが難しいといった苦労話も。
今後の展望として、1.各品目の秀品率向上（出荷率90％以上）、2.春夏品目の追加による経営安定（既存の機械装置を活用して、もう1品目）、3.継続的な土づくり対策（堆肥の活用体系構築）を挙げて締めくくられました。
第Ⅱ部は「意見交換と討論」。初めに、龍谷大学農学部の第一期生によるプロジェクトのレポートと、大阪農業大学校の修了生による学びと進路に関する報告がありました。
次いで4名の登壇者に対する質疑応答には、参加者からたくさんの質問が寄せられ関心の高さが窺えました。登壇者の農業に対する意気込みと「農業=ビジネス」として取り組むことの重要性に触れることができ、未来の農業に希望が持てる有意義なものとなりました。
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